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る
な
ら
ば
元
和
六
年
三
六
二

O
〉
と
な
る
。

次
に
こ
の
際
発
の
気
遂
に
乗
っ
て
隣
村
の
中
村
に
あ
っ
た
玄
勝
寺
が
、
庚
証
制

拘
‘
て

岡
村
別
竹
町
仰
の
寛
永
九
年
に
岡
村
芝
聞
の
地
主
幽
玄

O
問
、
裏

-
O
O問
を
寺
地

と
し
て
代
官
の
持
可
を
仰
向
て
、
境
内
以
外
に
替
地
し
て
与
え
ら
れ
移
転
し
来

紳
野
附
茶
臼
峯
第
七
号
窯
一枇
調
査

昭
和
四
六
年
一
月
一

O
目
、
土
取
粉
斜
面
の
斑
宮
の
間
に
終
祉
の
一
部
が
発

見
さ
れ
た
。
昭
和
三
八
年
冬
、
雑
木
林
を
開
墾
緩
、
挑
畑
酬
と
な
っ
て
い
た
所
を

永
井
本
広
(
安
源
寺
七

O
八
の
四
永
井
隆
仁
社
長
〉
は
昭
和
四
五
年
初
冬
か

ら
、
カ
ー
シ

ャ
ベ

ル
に
よ
っ
て
大
規
模
な
採
土
を
笑
施
し
、
県
道
レ
ベ
ル
ま

で
、
平
坦
に
し
て
、
後
地
を
宅
地
化
す
る
事
暢
却
を
す
す
め
つ
つ
あ
っ
た
。

中
野
市
教
育
委
品
会
は
、
た
だ
ち
に
永
井
本
市
胞
と
協
議
し
、
記
録
保
存
の
た

め
発
銀
調
査
を
実
施
す
る
ζ

と
と
し
た
。
厳
寒
期
と
積
替
の
た
め
調
査
は
雪
解

け
を
待
っ
て
行
う
こ
と
に
し
、
調
査
完
了
ま
で
は
当
該
地
の
採
土
は
行
わ
な
い

と
約
束
が
成
立
し
た
。

発
刊
却
さ
れ
た
第
七
号
然
祉
は
中
野
市
大
字
草
間
字
茶
臼
裕
一

O
六

一
の
一

・

一
一
一
番
地
で
、
去
る
昭
和
三
八
年
一
一
一
月
の
第
一
次
調
査
の
一

・
二
号
祭
祉
〈
半

地
下
式
無
段
受
寝
間
〉
の
東
側
約
二
五
メ
ー
ト
ル
、
第
二
次
・調
査

〈
昭
和
三
九
年

f 

t 

り
、
割

配

制

脇

W
勧
請
も
あ
り
、
村
の
姿
が
次
第
に
倣
っ
て
い
っ
た
よ
う

R
F
H
U
1
2
W
L
・S

M
圃

で
あ
融
事
韓
関
滋
晴
副

ハ
信
濃
史
料
編
纂
委
員
〉

金

井

彦

正

問
問
川
〉
の
六
川.勺
(
卜
γ
ネ
ル
式
部
畑
段
笠
匁
〉

の
西
側
約
六

0
メ
ー
ト
ル
の
と
こ

ろ
に
所
在
し
て
い
る
。
な
お
娘
道
〈
中
野
J
豊
野
線
)
か
ら
南
へ
約
二
五
メ
ー

ト
ル
の
地
点
で
あ
る
。

- 26ー

務
光
寺
平
を
山川山
車
川
放
に
蛇
行
し
て
、
低
い
峡
谷
に
入
る
と
限
定
さ
れ
た
流

路
と
な
っ
て
北
下
す
る
と
こ
ろ
に
向
丘
J
H
X
丘
丘
俊
が
千
曲
川
に
略
h
平
行
し

て
、
南
北
に
約
九
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
走
っ
て
い
る
。
官
向
丘
丘
陵
の
北
側
に
は
三
段

の
河
岸
段
丘
が
小
さ
く
発
達
し
、
そ
の
段
丘
商
に
は
い
く
つ
か
の
小
形
丘
陵
が

ハ
1
V

会
，乙

内
3
V

起
伏
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
斜
簡
を
利
用
し
て
安
源
・寺
慈
間
・立
ケ
花
・牛

出
の
諸
都
浴
に
古
%
枇
鮮
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
窯
業
立
地
に
緩
め
て
良
好
な
条
件
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ

る。

、町
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こ
こ
で
、
茶
日

銀
地
域
に
お
け
る

焼
肉
査
の
状
況
を

表
に
す
る
と
第

一

衰
の
通
り
で
あ

る
。
な
お
瞥
見
の

使
を
考
え
て
、
今

回
開
貸
し
た
第
七

号
枇
も
挿
入
し

た。
表
中
の
第
五
号

泣
は
第
一
一
凶
に
紙

面
の
都
合
で
表
示

で
き
な
か
っ
た

が
、
こ
の
図
に
表

示
さ
れ
た
配
備
祉
群

か
ら
南
方
へ
約
一
一一

て
中
野
市
教
委

が
主
催
し
て
実

施
す
る
は
こ
び

と
な

っ
た
。

ノ 100;"

発
銅
は
悶
査

団

長

金

井

波

次
、
調
査
主
任

金
井
正
彦
、
開

査
員
小
林
磁

m

.
田
川
窓
生

・

中
丸
政
範

・
小

野
沢
捷

・
鐙
原

長
則

・
武
田
清

美
・
山
下
m
m
m
m

-
佐
藤
慈
、
調

官
筑
協
力
H
H
永
井
忠

・
割
問
市
太
郎

・
小
林
関
武

・
大
阪
正
義

・
金
弁
正
二
・
藤

沢
英
失

・
高
級
寛
氏
等
の
手
に
よ
っ
て
凋
査
を
突
筋
し
た
。
な
お
、
こ
の
ほ
か

高
丘
小
学
校
六
年
生
二
七
名
、
南
宮
中
学
校
郷
土
ク
ラ
プ
員
二
三
名
の
応
援
を

得
た
。
発
射
の
経
過
に
つ
い
て
は
次
に
日
誌
を
掲
げ
よ
う
。

二
月
二
五
日

〈
木
〉

附

奥
信
濃
に
は
珍
ら
し
く
蓄
の
な
い一

一月
末
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
数
日
は
然
、

波
の
き
び
し
い
朝
夕
が
続
い
た
た
め
、
ぷ
土
は
相
当
深
く
ま
で
凍
っ
て
い

た
。
北
斜
面
で
一

日
中
央
、
国
間
に
さ
ら
さ
れ
て
の
作
業
を
開
始
し
た
。
土
取
り
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に
よ
っ
て
、
祭
尻
と
推
定
さ
れ
る
部
分
は
、
県
道
の
左
手
の
丘
に
大
き
く
口

を
聞
き
、
カ
ー
シ
ャ
ベ
ル
の
た
め
窯
祉
の
一

部
は
少
し
削
り
取

ら
れ
て
い

た。発
掘
調
査
の
内
容
、
方
法
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
を
済
ま
せ
、
調
査
員
、
作
業

員
の
手
に
よ
っ
て
作
業
は
始
め
ら
れ
た
。
表
前
採
集
に
よ
っ
て
大
獲
破
片

・

木
炭
片

・
熊
楠
作
等
を
州
内
た
。

凍
土
を
ツ

ル
ハ
ジ
で
除
去
し
、
焚
口
と
灰
原
の
接
点
の
究
明
に
か
か
っ
た
が

凍
土
で
堅
い
う
え
、
足
場
も
怒
い
た
め
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
メ
ー
ト
ル

の
倹
出
に
と
ど
ま
っ
た
。
夕
刻
、
作
梁
終
了
底
的
に
箆
道
の
}
叩
協
の
確
認
が

で
き
た
。

主
主1.1

tt7号然枇実測図

多
税
者
内
藤
万
次
郎
氏
ほ
か

二
月
二
六
日
〈
金
〉
附

焚
口
の
確
認
と
痩
道
の
一
部
倹
出
に
よ
っ
て
、
窯
枇
の
機
造
が
推
定
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
上
方
と
下
方
の
二
班
に
わ
か
れ
て
作
業
を
始
め
た
。

焼
成
部
と
忠
わ
れ
る
地
点
に
は
側
怨
時
に
ブ
ル
ト
1
4
γ

ー
に
よ
っ
て
多
貨
の

土
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
池
山
ま
で
掘
り
く
ぽ
め
る
作
業
は
容
易
で
な
か
っ

た
。
窯
鐙
は

一
二
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

J
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
み
に
よ

く
焼
け
、
内
側
は
赤
褐
色
、
外
側
は
陥
青
色
を
曇
し
セ
メ
γ
ト
で
悶
め
た
状

態
で
あ
っ
た
・
し
た
が
っ
て
潟
墜
を
側
り
進
め
れ
ば
%
の
椴
造
が
推
定
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

第2図

第
3
図

7
号
祭
枇
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天
井
は
全
預
に
わ
た
っ
て
溶
ち
て
い
た
。
本
臼
の
作
業
で
は
床
面
の
一
部
も

検
出
さ
れ
、
燃
焼
部
に
綜
の
破
片
が
あ
っ
た
。
午
後
高
丘
小
学
校
教
諭
佐
議

懇
先
生
の
引
率
児
笈
二
七
名
の
応
援
を
得
て
作
業
は
は
か
ど
っ
た
。

参
観
者
小
林
小
エ
門
氏
ほ
か

二
月
二
七
日
〈
土
)

哨

ビ
ニ
ー
ル
や
ム
シ
ロ
で
覆
っ
て
も
申
却
さ
の
た
め
凍
っ
て
、
午
前
中
の
発
掘

作
業
は
難
渋
し
た
。
天
井
部
の
洛
下
岨
出
稼
に
は
一二
J
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

R

択
さ
の
ス
サ
が
混
入
し
て
あ
っ
た
の
で
半
地
下
式
の
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。
床
面
も
よ
く
焼
け
、
舟
底
内
に
あ
っ
た
大
務
破
片
や
自
然
石
を
焼
成
台

に
し
て
い
た
。
祭
内
に
あ
っ
た
大
獲
破
片
は
一
四
点
、
石
は
一

O
倒
で
あ
っ

た
。
午
後
飯
山
北
高
等
学
校
考
古
ク
ラ
ブ
良
大
原
正
義
君
他
六
名

が
手
な
れ
た
発
掘
調
査
で
応
援
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
昨
日
同
様
佐
藤
先
生
と
児
童
た
ち
の
応
援
を
得
た
。
夕
刻

日
没
前
に
察
祉
の
念
姿
が
判
明
し
、
一察
官
犬
八

・
二
メ
ー
ト
ル
巾
一

J
一
・
一一
メ
ー
ト
ル
平
均
傾
斜
は
三
二
度
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た

， . 

参
餓
者
金
井
正
巳
氏
ほ
か

二
月
二
八
日
(
日
〉
騎

昨
夕
は
清
掃
を
す
ま
せ
ビ
ニ
ー
ル
と
ム
シ
ロ
で
覆
っ
た
が
霜
柱

が
立
っ
て
酬
明
か
ら
の
測
量
に
支
障
が
多
く
、
ま
た
、
制
明
か
ら
北
風

が
強
く
、
傾
斜
角
の
強
い
館
内
内
で
の
測
量
作
業
は
難
儀
し
た
。

早
朝
か
ら
務
寝
中
学
校
教
諭
山
下
倣
男
先
生
と
郷
土
ク
ラ
ブ
員
二

一-
一
名
の
応
援
が
あ
っ
て
茨
採
に
つ
と
め
た
。
特
に
六
号
祭
祉
の
灰

原
か
ら
開
墾
の
折
に
プ
ル
ト
l
ザ
ー
が
運
び
だ
し
た
紡
土
中
に
は
青
海
波
文

の
鎚
破
片
が
多
量
に
あ
っ
た
。
午
後
は
冶
物
を
高
丘
小
学
校
へ
運
び
土
採
洗

い
を
行
っ
た
。

参
観
者

青
木
太
郎
氏
ほ
か

中
野
市
立
高
丘
小
学
校
の
東
方
茶
印刷僚
地
籍
は
二
0
1
一一
一O
度
の
傾
斜
を
也

つ
丘
陵
で
あ
る
。
こ
の
丘
陵
の
中
腹
の
北
傾
斜
地
を
利
用
し
、
地
山
の
結
土
腐

を
測
り
貫
い
て
霊
祭
が
構
築
し
て
あ
っ
た
。

関
裂
の
折
に
表
土
の
ほ
と
ん
ど
は
プ
ル
ト
l
ザ
ー
に
よ
っ
て
動
き
、
原
初
の

7
¥
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地
褒
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
傘
い
に
、
終
に
ま
で
は
爪
が
及
ば
な
か
っ
た
。

無
の
築
造
は
、
ま
ず
地
面
か
ら
掘
り
凹
め
、
円
択
さ
八

・
三
メ
ー
ト
ル
、
側

一

l
一、

二
メ
ー
ト
ル
の
相
続
線
と
し
床
を
舟
底
形
に
作
っ
た
。
つ
い
で
、
良
質
料

土
に
一一一
J
五
セ
ン
チ
の
擦
を
切
っ
て
ス
サ
と
し
、
よ
く
煉
っ
た
抽
出
土
で
ド
ー
ム

形
の
天
井
を
架
銃
弾
し
た
も
の
で
半
地
下
式
無
段
登
然
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

祭
の
焚
ロ
の
下
に
は
灰
原
が
末
広
状
に
存
在
し
た
が
、
永
井
本
庖
の
土
取
り

h

の
際
に
、
そ
の
大
部
分
は
削

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
残
存
し

た
灰
原
を
測
る
と
、
焚
口
か

ら
下
へ
一
五
メ
ー
ト
ル
伸
び

て
い
た
。

5 (。、

料

登
棋
棋
の
主
軌
は
N
S
一
一二

度
で
あ
っ
た
。

溜
間
帥
甑
は
約
一

二
J
一
五
セ

ン
チ
の
厚
さ
に
火
院
に
よ
っ

て
よ
く
拙
別
け
て
い
た
。
内
側

は
赤
却
問
色
に
、
外
側
は
締
約
N

色
を
盈
し
、
床
も
陥
略
目
色
に

悶
く
焼
け
て
い
た
。
天
井
は

全
部
沼
下
し
、
ゆ
瓜
仰
と
と
も

に
然
内
に
残
存
し
て
い
た
。

袋
内
か
ら
は
焼
成
台
に
使

用
し
た
と
推
定
さ
れ
る
幼
児

資主長淡tn5図

孤
大
の
自
然
石
一

O
個
、
大
指
揮
破
片
ご
凶
仰
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
議
片
ニ
点

係
片
一-一点
、
小
形
薄
手
努
片

一
点
を
得
て
い
る
。

灰
原
は
前
述
の
如
く
、
プ
ル
に
削
ら
れ
た
た
め
、
採
土
と
と
も
に
持
ち
去
ら

れ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
域
の
従
来
の
側
訟
で
は
、
灰
阪
に
は
巡

物
片
が
多
く
、
そ
れ
等
の
遺
物
に
よ
っ
て
焼
成
物
の
徹
類
が
制
判
明
し
、
年
代
推

定
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
倣
少
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
マ
ツ

・
ナ
ラ

・
ク
ヌ
ギ
を
焼
成
燃
料
と
し
た
た
め
、
灰
原
に
は
、

こ
れ
ら
の
木
炭
片
が
多
く
あ
っ
た
。

宮
慌
の
構
造
が
良
好
で
あ
っ
た
た
め
か
、
録
業
期
間
は
比
較
的
長
か
っ
た
と
推

定
し
た
。

遺
物
は
舘
府
内
よ
り
ニ

O
片
、
灰
原
か
ら
一一
一
一
点
を
得
た
。

第
四
図

ωは
策
片
で
、
径
一
七

・
五
セ
ン
チ
、
官
同
さ
四
セ
ン
チ
の
つ
ま
み
付

き
の
も
の
で
あ
る
が
、
つ
ま
み
は
低
い
。
内
外
と
も
ロ
タ
ロ
引
き
の
痕
が
絞

り
、
焼
成
は
可
成
り
堅
鍛
で
あ
る
。

ωは
町
仲
片
。
ロ
グ
ロ
捌
耐
制
棋
の
痕
が
よ
く

残
っ
て
お
り
、
底
は
へ
ラ
起
し
で
径
一

ω
・
玄
セ

γ
チ
、
終
日
五

-
E
セ
γ
チ
、

路
管
灰
色
を
塁
し
、
胎
上
ヱ
鋭
成
と
も
良
好
で
あ
る
・

ωは
大
輔
副
片
。
ラ
ッ
パ
状
に
外
反
す
る
鋭
部
に
は
波
状
の
側
目
文
が
三
品別検

定
し
、
そ
の
聞
を
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
沈
線
で
区
切
っ
て
い
る
。

川

wは
務
肉

0
・
六
七
ソ
チ
前
後
の
比
較
的
締
手
の
破
片
で
図
上
復
元
に
よ
る

と
口
径
二
二
セ
ン
チ
を
測
る
・
沼
郡
に
は
浅
い
沈
線
宏
一-一
条
め
ぐ
ら
せ
、
ま

た
、
淡
い
タ
タ
ミ
白
文
の
災
が
鋭
取
で
き
る
。
頚
部
外
側
に
刷
毛
門
調
削
撲
の
あ

と
が
見
ら
れ
る
。
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制
大
畿
の
頚
部

・
蔚
部
の
破
片
。
.頭
部
に
は
櫛
自
の
波
状
文
を
、
一
局
部
に
は

釜
直
の
タ
夕、、
、白
文
を
つ
け
て
い
る
。

ωl伺
は
大
剣
山
片
で
、
厚
さ
は
一

・
五

セ
ン
チ
前
後
。
斜
め
に
タ
タ
ミ
目
文
を
付
し
、

内
側
は
タ
ソ
ポ
状
工
具
に
よ
っ

て、

胎
土
を
た
た
き
し
め
た
凹
凸
の
痕
が
あ
る
。
焼
成
台
に
使
用
さ
れ
た
た
め

か
、
二
次
火
焔
痕
が
見
ら
れ
、
所
ん刊
に
祭
神
伸
の
付
着
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま

た
、
文
様
は
磨
滅
し
た
あ
と
が
あ
っ
た。

第
五
図
は
務
の
破
片
で
、
ラ
ッ
パ
状
に
大
き
く
外
反
し
、
縦
日
の
波
状
文
を

付
し
て
い
る
。
胎
土
焼
成
と
も
に
由
民
く
、
崎
清
灰
色
を
長
し
、
務
肉
は一

J
一

・
五
セ
ン
チ
前
後
の
も
の
で
あ
る
。

ωは
御
状
工
具
に
よ
っ
て
刺
突
文
を
施
し
、

ωは
う
ね
り
の
大
き
い
波
状
文
を
、

ωω
川刊は
小
刻
み
の
波
状
文
で
あ
る
。

こ
れ
ら
表
面
採
集
の
資
料
は
、
三
月
二
八
日
、
南
宮
中
学
校
郷
土
ク
ラ
ブ
員

に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
。
地
点
は
ゐ
ハ
号
祭
祉
の
真
下
で
、
mm遂
に
接
す
る
所
で

あ
っ
た
。
か
つ
て
開
墾
の
折
に
ブ
ル
ト
i
ザ
ー
が
、
灰
原
を
下
方
へ
く
ず
し
抑

し
出
し
た
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
巡
物
の
す
べ
て
は
灰
層
の
裡
に
在
っ
て
、

木
炭
片
も
多
か
っ
た
。

遺
物
は
リ
ン
ゴ
箱
一
一一
杯
分
に
迷
し
、
大
部
分
は
、
大
漢
の
絢
片
で
、
表
面
に

は
タ
タ
ミ
白
文
を
、
内
側
は
い
ず
れ
も
背
海
波
文
を
付
し
て
い
る
。
そ
の
他
数

点
の
跡
細
片

・
議
片
も
あ
っ
た
。

-
本
祭
枇
は
、
官
向
丘
丘
陵
に
所
在
す
る
祭
祉
税
中
、
最
も
密
集
地
獄

〈
第
一

表
〉
に
あ
る
。
そ
れ
は
架
祭
条
件
に
窓
ま
れ
た
傾
斜
面
を
持
ち
、
焚
口
は
北
に

? 

開
き
、
季
節
風
に
よ
っ
て
焼
成
能
惑
が
高
か
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
祭
構
造

の
す
ぐ
れ
た
本
祉
は
祭
鐙

・
祭
床
の
焼
け
は
大
久
保
一
一
一号
枇
に
次
ぎ
、
繰
業
の

頻
度
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

祭
祉
の
傾
斜
は
三
二
度
を
算
ぇ
、
商
隣
り
の
一
号
祉
の
二
七
J
一一一二
度
に
次

い
で
急
で
、
手
頃
の
自
然
石
や
殺
片
を
鋭
成
台
に
使
っ
た
半
地
下
式
都
知
段
設
祭

で
あ
る
。
し
か
し
、
天
井
の
す
べ
て
は
落
下
し
℃
、
そ
の
形
態
は
会
く
不
明
で

あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
ド
l
ム
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
燦
道
の
形

態
も
不
明
で
あ
っ
た
。

従
来
の
祭
枇
群
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
遺
物
の
大
多
数
は
灰
原
に
存
在
し
た

が
、
今
回
の
も
の
は
灰
原
の
遺
物
が
ほ
と
ん
ど
採
土
の
際
に
持
ち
去
ら
れ
、
検

出
分
の
も
の
で
は
判
定
し
蹴
砕
い
。
し
か
し
あ
え
て
去
う
な
ら
ば
、
そ
の
残
存
造

物
の
形
態
か
ら
、
大
久
保
一

・
一一了
凶
号
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
点
か
ら
、

九
世
紀
初
頭
の
も
の
と
推
定
し
た
い
。

以
上
末
熱
な
る
ま
ま
に
叙
述
し
た
が
、
先
学
諸
賢
の
ご
教
示
と
ど
教
導
を
い

た
だ
き
た
い
と
存
ず
る
次
第
で
あ
る
。
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